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（百万円未満切捨て） 

１．24年10月期の連結業績（平成23年11月１日～平成24年10月31日） 
(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年10月期 26,932 4.7 2,251 △3.1 2,634 △2.6 1,596 3.1
23年10月期 25,713 13.0 2,323 29.7 2,705 34.2 1,548 19.6

（注）包括利益    24年10月期 2,234百万円（19.4％） 23年10月期 1,871百万円（28.3％） 

 

 １株当たり当期純利益 
潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本当期純利益率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年10月期 35 39 － 5.0 5.8 8.4
23年10月期 34 34 － 5.1 6.2 9.0

（参考）持分法投資損益 24年10月期 115百万円 23年10月期 176百万円 
 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年10月期 45,880 35,811 71.2 724 88
23年10月期 44,289 34,032 69.7 684 69

（参考）自己資本    24年10月期 32,686百万円 23年10月期 30,884百万円 
 
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

24年10月期 1,955 △2,051 △434 7,781
23年10月期 3,279 △1,180 △569 8,276

 
２．配当の状況 
 

 年間配当金 配当金総額 

(合計) 

配当性向 

(連結) 

純資産配当率

(連結)  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年10月期 － － － 5.00 5.00 225 14.6 0.7
24年10月期 － － － 5.00 5.00 225 14.1 0.7
25年10月期 
(予想) 

－ － － 5.00 5.00  － 

 
３．25年10月期の連結業績予想（平成24年11月１日～平成25年10月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
（累計） 

14,000 0.1 1,150 △35.4 1,350 △33.2 780 △34.4 17.30

通期 30,000 11.4 2,000 △11.2 2,300 △12.7 1,250 △21.7 27.72
 



４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 
 新規 － 社（社名  ） 除外 － 社（社名  ）
  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 
 ② ①以外の変更 ： 無 
 ③ 会計上見積りの変更 ： 無 
 ④ 修正再表示 ： 無 
  

  

(3) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年10月期 51,849,917株 23年10月期 51,849,917株
 ② 期末自己株式数 24年10月期 6,758,185株 23年10月期 6,742,948株
 ③ 期中平均株式数 24年10月期 45,098,488株 23年10月期 45,097,628株
 
 
（参考）個別業績の概要 
 
1.24年10月期の個別業績（平成23年11月１日～平成24年10月31日） 
 (1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年10月期 17,490 △7.4 1,356 △15.5 1,712 △9.4 1,190 △14.0

23年10月期 18,878 15.1 1,604 33.0 1,889 38.9 1,384 32.8

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

 円 銭 円 銭

24年10月期 26 36 －
23年10月期 30 66 －

 
(2) 個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年10月期 33,013 27,445 83.1 607 88
23年10月期 32,318 26,065 80.7 577 11

（参考） 自己資本    24年10月期 27,445百万円 23年10月期 26,065百万円 
 
２．25年10月期の個別業績予想（平成24年11月１日～平成25年10月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
（累計） 

9,400 0.6 700 △36.5 870 △35.7 560 △36.6 12.40

通     期 20,000 14.3 1,200 △11.5 1,500 △12.4 900 △24.4 19.93
 
※監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、
金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については2ペー
ジ「1.経営成績（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 



○添付資料の目次 

 

１．経営成績                       ・・・・・・・・・・・・・・・2 

(1)  経営成績に関する分析            ・・・・・・・・・・・・・2 

(2)  財政状態に関する分析            ・・・・・・・・・・・・・3 

(3)  利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当・・・・・・・4 

(4)  事業等のリスク                  ・・・・・・・・・・・・・4 

２．経営方針                       ・・・・・・・・・・・・・・・6 

(1)  会社の経営の基本方針            ・・・・・・・・・・・・・6 

(2)  目標とする経営指標              ・・・・・・・・・・・・・6 

(3)  中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題・・・・・6 

３．連結財務諸表                   ・・・・・・・・・・・・・・・7 

(1)  連結貸借対照表                  ・・・・・・・・・・・・・7 

(2)  連結損益計算書及び連結包括利益計算書      ・・・・・・・・9 

(3)  連結株主資本等変動計算書        ・・・・・・・・・・・・・11 

(4)  連結キャッシュ・フロー計算書    ・・・・・・・・・・・・・13 

(5)  継続企業の前提に関する注記      ・・・・・・・・・・・・・15 

(6)  連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項・・・・・・・15 

(7)  会計方針の変更                  ・・・・・・・・・・・・・15 

(8)  表示方法の変更                  ・・・・・・・・・・・・・15 

(9)  追加情報            ・・・・・・・・・・・・・15 

(10)  連結財務諸表に関する注記事項   ・・・・・・・・・・・・・16 

（セグメント情報）              ・・・・・・・・・・・・・16 

（１株当たり情報）              ・・・・・・・・・・・・・17 

（重要な後発事象）              ・・・・・・・・・・・・・18 

４．その他                              ・・・・・・・・・・・・・19 

  

イハラケミカル工業株式会社（4989）平成24年10月期決算短信

1



 

１．経営成績 

 

(1) 経営成績に関する分析 

平成24年1月に当社静岡工場第10プラントにおいて爆発事故が発生しました。近隣の皆様、株主

様、お取引先様など多くの方々にご迷惑、ご心配をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げま

す。当社としましては、社会的信頼の回復に向けて、再発防止策の徹底に取り組んでゆく所存で

ございます。 

 

 ①当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、震災復興需要などを背景に個人消費、設備投資等の国内

需要が緩やかに持ち直しつつありましたが、欧州債務問題が続くなか海外経済の減速による影響、

長期化する円高による国内景気の減速懸念などから、依然として不確実性が高い状況が続いてお

ります。 

化学業界は、震災復興需要があったものの全体として低調な動きにとどまっており、為替の影響

もあって予断を許さない事業環境が続きました。 

農薬業界をとりまく状勢は、海外においては、世界人口の増加、新興国の所得水準の向上等に伴

い穀物需要が増大しました。国内においては農業所得の減少、担い手不足の深刻化などの構造的

要因、並びに原子力災害による影響から農作物の作付面積は依然減少傾向にあります。 

このような状況のもと、当社工場におけるプラント稼働率が低下したなか、当社グループといた

しましては、顧客価値実現のため、調達戦略の更なる深耕を図り、新製品の伸長と既存品の維持

拡大、顧客への能動的取組みを推進するとともに、生産方法と事業の最適化など総合的コストダ

ウンに努めました。 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度比4.7％増の269億3千2百万円となりま

した。 

収益面では、農薬事業における新規開発原体の需要増やコストダウンにより、経常利益は、前連

結会計年度比2.6％減の26億3千4百万円となりました。当期純利益は、前連結会計年度比3.1%増の

15億9千6百万円となりました。 

なお、第10プラントの爆発事故に伴う工場停止と復旧費用等に係る保険に関しては特別利益勘定

に3億1百万円を計上しております。 

 

 

②当期のセグメント別の状況 

〔農薬事業〕 

除草剤、殺菌剤、その他、農薬原料を主とした農薬事業につきましては、主力の海外向け棉

花用・水稲用除草剤が低調に推移しましたが、新規開発の国内向け水稲用除草剤、海外向け畑

作用除草剤、並びに受託農薬原料が堅調であったことにより、当事業の売上高は、140億8千5百

万円（前連結会計年度比3.0％増）、セグメント利益は18億3千5百万円（前連結会計年度比19.

3％減）となりました。 

 

〔化成品事業〕 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主とした化成品事業につきましては、

医薬中間体及びキシレン系化学品有機中間体の増加はありましたが、トルエン系化学品有機中
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間体及びアミン類の減少により、当事業の売上高は、119億1千1百万円（前連結会計年度比7.

7％増）、セグメント利益は12億2千3百万円（前連結会計年度比40.4％増）となりました。 

 

 ③次期の見通し 

わが国経済は、海外経済の減速を背景に先行き弱含みの動きと見られますが、欧州や中国など海

外経済を巡る不確実性は大きく、金融、為替市場の変動などと併せて、景気を下押しするリスク

となっています。 

かかる状況下で、当社グループといたしましては、中期的視点に立った販売予測を充分に反映し

た調達・投資方法の最適化や、調達・生産面での継続的な原材料費削減努力により、既存製品及

び本格市場となる新製品の採算性を強く意識した取組みを実施するとともに、顧客価値実現に向

けた能動的な取り組みの推進強化に向け、不断の努力を重ねてまいる所存でございます。 

次期の連結業績予想につきましては、売上高300億円、営業利益20億円、経常利益23億円、当期

純利益12億5千万円を見込んでおります。 

また、為替レートは1ドル=78円、1ユーロ=103円を想定しております。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

 ①当期の資産、負債および純資産の状況に関する分析 

当連結会計年度末の資産および負債、純資産につきましては、以下のとおりであります。 

資産は、受取手形及び売掛金、商品及び製品等の増加により前連結会計年度比15億9千万円増加

し、458億8千万円となりました。 

負債は、短期借入金等の減少により前連結会計年度比1億8千7百万円減少し、100億6千8百万円と

なりました。 

純資産は、358億1千1百万円となり、自己資本比率は71.2％と前連結会計年度比1.5ポイント増加

しました。 

 

 ②当期のキャッシュ・フローの状況に関する分析 

営業活動によるキャッシュ ・フローは、売上債権及びたな卸資産により、19億5千5百万円の収

入となりました。 

投資活動によるキャッシュ ・フローは、投資有価証券、有形固定資産の取得等により、20億5千

1百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ ・フローは、短期借入金の返済、配当金の支払等による支出により、

4億3千4百万円の支出となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末残高に比べ4億9

千4百万円減少し、77億8千1百万円となりました。 

 

＜キャッシュ･フロー関連指標の推移＞  

 21年10月期 22年10月期 23年10月期 24年10月期

自己資本比率（％） 68.5 68.7 69.7 71.2 
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時価ベースの自己資本比率（％） 33.1 23.9 28.5 37.2 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.7 0.3 0.3 0.4 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 108.5 292.3 257.0 245.9 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主への利益還元を重要な課題の一つと考え、配当政策については、安定配当の継続を

基本とし、業績動向及び今後の事業展開に備えるための内部留保の充実等を総合的に考慮し決定

する方針を採っております。 

内部留保金につきましては、研究開発投資、設備投資等企業体質の強化と将来の事業展開に向け

て効率的に活用し、企業価値の一層の増大に努めてまいります。 

また、自己株式の取得・活用を通じて株式価値の向上に資するよう努めてまいります。 

なお、当期の配当につきましては、１株につき５円といたしました。 

次期の配当は、当期と同額の１株につき５円を予定しています。 

 

(4) 事業等のリスク 

事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響をおよぼす可能性

がある事項には、以下のようなものがあります。 

ただし、これら事業等のリスクは、当連結会計年度末現在において判断したものであり、全て

を網羅したものではありません。 

①経済状況 

当社グループが製品販売及び原材料、商品購入している国の経済状況あるいは顧客企業の業

績状況の変化等により需要の減少、値下げ要求、購入価格の値上げが発生した場合、当社グル

ープの経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 

②為替変動 

当社グループの当連結会計年度における海外売上高は、連結売上高のほぼ半分を占めており、

当社グループは為替相場の変動によるリスクを回避する目的で出荷時為替予約、円建輸出取引

を実施しておりますが、すべてのリスクを回避することは不可能であり、為替相場の変動は、

当社グループの経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 

③原材料価格の変動 

当社グループが使用する主要原材料は原油を基礎原料としているため、原油価格については

中東情勢・需給バランス等の様々な要因により変動しますので、原油価格の上昇に伴う原材料

価格の上昇は、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性があります。 

④研究開発 
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当社グループは、新製品の上市、新技術の確立を目指して、積極的に研究開発を行っており

ます。当社グループの研究開発は、新農薬の合成および次世代事業の創生のための探索研究を

含んでいるため、研究開発期間が長期化する場合があります。また、新製品の開発、新技術の

確立が遅延したり断念せざるを得ない場合には、当社グループの経営成績ならびに財務状況に

悪影響をおよぼす可能性があります。 

⑤地震等の自然災害 

当社グループの生産拠点は静岡県に集中しており、東海地震の対象地域となっております。

当社グループでは、地震対策として設備等の耐震構造の強化を実施しておりますが、地震が発

生した場合には、生産活動の停止および設備の破損等により、当社グループの業績に悪影響を

およぼす可能性があります。 
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２．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社は、「人と自然のニーズに応え、新しい価値の創造を通じ、豊かな人間社会の実現に貢献する。」を経

営理念とし、メーカーとして社会に有益な製品を開発・生産し、これを供給することを通じて社会貢献でき

るよう努めております。 

当社は、長年培ってきた有機合成技術を基にグローバルな市場を対象に農薬原体、医・農薬中間体及びアミ

ン類を中心とした事業を展開し、高収益企業グループを目指してまいります。 

 

(2)目標とする経営指標 

当グループは、安定かつ効率的な企業成長を目指し、収益性を重視した経営を行っております。

具体的には、売上高営業利益率及び総資本営業利益率を経営の重要な指標と位置づけて、今後も

企業価値の向上に努めてまいります。 

 

(3)中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

当社は、新中期経営計画「～Completion of Customers’Functions～ 顧客価値実現の完遂」を

策定し、調達手段最適化の推進で得られた国内外における調達機能の更なる強化を図るとともに、

「顧客価値」を実現する機能を担保した「独自ビジネスモデル」の構築により、有機合成事業極

大化を達成するべく、以下に示す基本方針を掲げて取り組んでおります。 

 

1．「自らチャレンジする企業風土」を社員一人ひとりに浸透させて「独自ビジネスモデル」を構

築し、その運用を通して常に業績拡大が期待できる事業体質を確立する。 

2．「顧客価値」実現に視点を置いた「新調達戦略」を策定し、農薬原体を含む関連製品のより一

層の調達手段最適化の実現により「利益最大化」を図るとともに、この仕組みを基盤とした開

発・販売、および評価機能の確保と、「有機合成新規核技術」確立検討の連動により、農薬関

連事業の拡大と新規事業構築に挑戦する。 

3．「安全」を最優先事項と位置付けて、その推進・監視システムの確実な運用により、関連会社

および主要外注先を含む安全操業を徹底する。 

4．経営基盤強化のため、内部統制の充実とコンプライアンスの推進を図るとともに、事業継続計

画の策定により、リスクマネジメントを徹底する。 

 

新中期経営計画の初年度となる来期は、グループ各社独自技術の深耕とグループにおける資源有

効活用・相互技術補完はもとより、「新調達戦略」の遂行による顧客価値実現に向けた能動的取

り組みの推進強化を図る。とりわけ中国においては、合弁会社「上海群力化工有限公司」並びに

この度設立した現地法人「庵原化学貿易（上海）有限公司」を基盤とし、外部調達のより一層の

推進と、開発・販売活動との連動による中国市場への着実な深耕により、利益最大化を目指した

積極的なチャレンジを進めて参ります。 

また、社会から信頼される企業グループを目指して、安全の徹底と品質の高度化を推進するとと

もに、環境に配慮した企業活動を展開してまいります。 
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,381 7,386

受取手形及び売掛金 6,987 7,679

有価証券 1,498 999

商品及び製品 4,104 5,162

仕掛品 1,676 1,733

原材料及び貯蔵品 1,610 1,514

繰延税金資産 437 433

その他 487 876

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 24,181 25,782

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,755 10,971

機械装置及び運搬具 31,033 30,772

工具、器具及び備品 2,286 2,301

土地 3,730 3,759

建設仮勘定 1 19

その他 28 28

減価償却累計額 △37,733 △38,166

有形固定資産合計 10,101 9,686

無形固定資産 47 35

投資その他の資産   

投資有価証券 8,789 9,347

繰延税金資産 466 324

その他 717 718

貸倒引当金 △15 △14

投資その他の資産合計 9,959 10,376

固定資産合計 20,107 20,098

資産合計 44,289 45,880
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,206 3,591

短期借入金 870 700

未払法人税等 669 614

賞与引当金 420 435

設備関係支払手形 892 519

その他 1,622 1,673

流動負債合計 7,681 7,534

固定負債   

退職給付引当金 1,394 1,475

役員退職慰労引当金 394 442

繰延税金負債 738 573

その他 48 43

固定負債合計 2,575 2,534

負債合計 10,256 10,068

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,764 2,764

資本剰余金 5,147 5,147

利益剰余金 23,260 24,630

自己株式 △1,635 △1,640

株主資本合計 29,536 30,902

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,530 1,956

為替換算調整勘定 △183 △172

その他の包括利益累計額合計 1,347 1,783

少数株主持分 3,148 3,125

純資産合計 34,032 35,811

負債純資産合計 44,289 45,880

イハラケミカル工業株式会社（4989）平成24年10月期決算短信

8



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

売上高 25,713 26,932

売上原価 18,809 20,120

売上総利益 6,903 6,812

販売費及び一般管理費 4,580 4,561

営業利益 2,323 2,251

営業外収益   

受取利息 19 15

受取配当金 125 135

受取賃貸料 49 40

持分法による投資利益 176 115

為替差益 － 46

雑収入 54 42

営業外収益合計 425 396

営業外費用   

支払利息 12 7

為替差損 27 －

雑損失 2 5

営業外費用合計 43 13

経常利益 2,705 2,634

特別利益   

投資有価証券売却益 195 －

保険差益 83 317

固定資産売却益 1 23

負ののれん発生益 － 114

特別利益合計 280 455

特別損失   

投資有価証券売却損 135 －

固定資産除却損 95 191

会員権評価損 － 24

災害関連損失 19 －

特別損失合計 250 216

税金等調整前当期純利益 2,735 2,873

法人税、住民税及び事業税 1,069 1,136

法人税等調整額 △84 △56

法人税等合計 985 1,079

少数株主損益調整前当期純利益 1,750 1,793

少数株主利益 201 197

当期純利益 1,548 1,596
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   連結包括利益計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,750 1,793

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 134 429

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 11

その他の包括利益合計 121 441

包括利益 1,871 2,234

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 1,671 2,032

少数株主に係る包括利益 199 201
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  （3）連結株主資本等変動計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 2,764 2,764

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,764 2,764

資本剰余金   

当期首残高 5,147 5,147

当期変動額   

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 0 －

当期末残高 5,147 5,147

利益剰余金   

当期首残高 21,937 23,260

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,548 1,596

当期変動額合計 1,322 1,370

当期末残高 23,260 24,630

自己株式   

当期首残高 △1,634 △1,635

当期変動額   

自己株式の取得 △2 △4

自己株式の処分 0 －

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自
己株式の増減

1 －

当期変動額合計 △0 △4

当期末残高 △1,635 △1,640

株主資本合計   

当期首残高 28,214 29,536

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,548 1,596

自己株式の取得 △2 △4

自己株式の処分 0 －

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自
己株式の増減

1 －

当期変動額合計 1,322 1,365

当期末残高 29,536 30,902
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 1,394 1,530

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 136 425

当期変動額合計 136 425

当期末残高 1,530 1,956

為替換算調整勘定   

当期首残高 △169 △183

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △13 11

当期変動額合計 △13 11

当期末残高 △183 △172

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 1,224 1,347

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 122 436

当期変動額合計 122 436

当期末残高 1,347 1,783

少数株主持分   

当期首残高 2,979 3,148

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 168 △23

当期変動額合計 168 △23

当期末残高 3,148 3,125

純資産合計   

当期首残高 32,419 34,032

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,548 1,596

自己株式の取得 △2 △4

自己株式の処分 0 －

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自己
株式の増減

1 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 291 413

当期変動額合計 1,613 1,778

当期末残高 34,032 35,811
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  （4）連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,735 2,873

減価償却費 1,735 1,729

退職給付引当金の増減額（△は減少） 95 81

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16 47

賞与引当金の増減額（△は減少） 19 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

受取利息及び受取配当金 △144 △151

支払利息 12 7

持分法による投資損益（△は益） △176 △115

負ののれん発生益 － △114

固定資産除却損 95 191

投資有価証券売却損益（△は益） △59 －

保険差益 △83 △317

売上債権の増減額（△は増加） 129 △691

たな卸資産の増減額（△は増加） 163 △1,072

前払年金費用の増減額（△は増加） 2 36

仕入債務の増減額（△は減少） △303 384

その他 △130 △511

小計 4,109 2,392

利息及び配当金の受取額 200 194

利息の支払額 △12 △7

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,151 △1,187

保険金の受取額 133 563

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,279 1,955

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 350 320

定期預金の預入による支出 △350 △320

有価証券の取得による支出 － △99

有価証券の償還による収入 400 500

有形固定資産の売却による収入 33 24

有形固定資産の取得による支出 △1,431 △1,987

無形固定資産の取得による支出 △14 △2

投資有価証券の売却による収入 263 －

投資有価証券の取得による支出 △431 △406

少数株主からの子会社株式取得による支出 － △80

その他 0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,180 △2,051
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △310 △170

自己株式の取得による支出 △2 △4

配当金の支払額 △224 △224

少数株主への配当金の支払額 △30 △30

その他 △1 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △569 △434

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 36

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,525 △494

現金及び現金同等物の期首残高 6,751 8,276

現金及び現金同等物の期末残高 8,276 7,781
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

（持分法の適用に関する事項） 

当連結会計年度中に設立し、事業を開始した庵原化学貿易（上海）有限公司を当連結会計年度より持分法適 

用会社に含めております。 

 

 （7）会計方針の変更 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

   当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した 

  有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これにより、当連結会計年度の営業利益、経常利益および税金等調整前当期純利益はそれぞれ24百万円増加 

しております。 

 

 （8）表示方法の変更 

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

前連結会計年度において「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました「保険差

益」、「保険金の受取額」は金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。 

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の「その他」に表示していた△80百万円は、「保険差益」△83百万円、「その他」△130百万円、「保険金の受

取額」133百万円として組替えております。 

 

 （9）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

   当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の 

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関 

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

 

  （法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年 

法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別 

措置法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会 

計年度から法人税率の引き下げ及び復興特別法人税の課税が行われることになりました。 

この変更により、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率を一時差異等に係る解 

消時期に応じて変更した結果、繰延税金負債（純額）は36百万円減少し、当連結会計年度に費用計上された法 

人税等調整額が111百万円増加しております。 
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(10)連結財務諸表に関する注記事項 

 

（セグメント情報） 

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、有機化学工業品の製造、販売を主事業とするメーカーであり、製品及び商品の用途別に国内

及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。したがって当社グループは製品及び商品の用途

を基礎とした事業別セグメントから構成されており「農薬事業」「化成品事業」の２つを報告セグメントとして

おります。 

「農薬事業」は、農薬原体及び農薬関連剤の製造、販売を行っております。「化成品事業」は、医薬等の有機

中間体、ウレタン用架橋剤等のアミン類、防腐剤、防臭剤等の製造、販売を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産等の金額の測定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢

価格に基づいております。 

 

３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額

農薬事業 化成品事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 13,679 11,063 24,743 969 25,713   － 25,713

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 36 36 341 377 △377 －

計 13,679 11,100 24,780 1,311 26,091 △377 25,713

セグメント利益 2,275 871 3,146 9 3,155 △832 2,323

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売を行っております。 

2. セグメント利益調整額△832百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自  平成23年11月１日  至  平成24年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額

農薬事業 化成品事業 計 

売上高   
 

  外部顧客への売上高 14,085 11,911 25,996 936 26,932   － 26,932

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 35 35 346 382 △382 －

計 14,085 11,946 26,032 1,283 27,315 △382 26,932

セグメント利益又は損失

（△） 
1,835 1,223 3,059 △4 3,054 △803 2,251

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売を行っております。 

2. セグメント利益調整額△803百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

（１株当たり情報） 

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

１株当たり純資産額 684.69円
  
１株当たり純資産額          724.88円 

１株当たり当期純利益金額 34.34円
 

１株当たり当期純利益金額        35.39円 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

 ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度末 
(平成23年10月31日) 

当連結会計年度末 
(平成24年10月31日) 

純資産の部の合計額（百万円） 34,032 35,811

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 3,148 3,125

（うち少数株主持分） （3,148） (3,125)

普通株式に係る純資産額（百万円） 30,884 32,686

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
（千株） 

45,106 45,091

 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成22年11月１日
 至 平成23年10月31日)

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年10月31日)

当期純利益（百万円） 1,548 1,596

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,548 1,596

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,097 45,098
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（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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４．その他 

①代表者の異動  (平成２５年１月２５日付） 

該当事項はありません。 

 

②その他の役員の異動 (平成２５年１月２５日付） 

 1.新任取締役候補 

  取 締 役  安藤 孝  (現 農林中央金庫 本店業務部長 ) 

  取 締 役  望月 眞佐志（現 イハラ建成工業㈱取締役相談役、㈱理研グリーン取締役） 

 

 2.退任予定取締役 

   専務取締役 余田比呂志  

 

 

以上 
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